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わらはこうして編むんだぞ

ひ
た
ち
元
気
ア
ッ
プ
賞
最
優
勝
受
賞

新年の賀詞交換をする参加者 会長挨拶

　
１
月
31
日
の
役
員
会
で
次
の

事
項
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

＊
ク
リ
ー
ン
ア
ツ
プ
デ
ー
と
東

　
連
津
川
清
掃

＊
本
部
・
支
部
役
員
会

＊
ぼ
ん
ぼ
り
設
置

＊
令
和
７
年
度
総
会
の
準
備

日
高
学
区
市
民
自
治
会
　
　

○
再
生
資
源
拠
点
回
収
（
日
）

　
３
月
23
日
　
４
月
27
日 

　
日
高
交
流
セ
ン
タ
ー

○
市
民
自
治
会
総
会

　
４
月
19
日
（
土
）

　
午
後
１
時
半
か
ら

日
高
学
区
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会

○
総
会
　
４
月
11
日
（
金
）
　

　
日
高
交
流
セ
ン
タ
ー

○
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　
５
月
14
日
（
水
）
　

　
日
高
交
流
セ
ン
タ
ー
広
場

日
高
文
化
協
会

○
総
会
　
４
月
26
日
（
土
）

○
絵
画
展
･
書
道
展
　
５
月
16

　
日
（
金
）
～
18
日
（
日
）
　

　
日
高
交
流
セ
ン
タ
ー

4月19日（土）13時30分

場所：日高交流センター

新年度の事業計画、予算などを

決める大事な総会です。

必ずご出席ください。

令和７年度

市民自冶会総会案内

本部役員、新・旧正副支部長、

新常任委員、新自治委員

総会出席対象者

行 

事 

予 

定

（
３
月
21
日
～
５
月
20
日
）

　
日
立
市
が
、
市
民
の
健
康
増

進
を
目
指
し
て
設
け
た
「
ひ
た

ち
元
気
ア
ッ
プ
賞
」
の
令
和
6

年
度
審
査
に
お
い
て
、
日
高
学

区
市
民
自
治
会
の
福
祉
委
員
会

ふ
れ
あ
い
事
業
部
が
主
催
す
る

日
高
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操

教
室
の
活
動
が
最
優
秀
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。

　
こ
の
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体

操
は
茨
城
県
が
高
齢
者
の
生
活

能
力
の
維
持
と
地
域
の
介
護
向

上
を
目
指
し
て
20
年
ほ
ど
以
前

か
ら
推
進
し
て
き
た
も
の
で
、

講
習
を
受
け
た
住
民
が
指
導
士

と
な
っ
て

地
域
の
住

民
を
教
え

る
と
い
う

「
共
助
」
の

仕
組
み
を

取
り
入
れ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
体

操
教
室
に

発
足
当
時

か
ら
携
わ

っ
て
い
た

指
導
士
の

岩
間
さ
ん

に
お
伺
い

す
る
と
、

2
0
1
2

年
当
初
の

参
加
者
は

女
性
12
名

で
、
指
導

士
3
名
が
、

シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
の
他

に
、
脳
ト
レ
や
歌
、
リ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
な
ど
を

取
り
入
れ
て
、
誰

も
が
楽
し
め
る
よ

う
に
し
た
そ
う
で

す
。

　
そ
の
後
2
0
1

7
年
か
ら
は
、
家

に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
高
齢
男

性
を
対
象
と
し
た
教
室
も
開
始

し
、
コ
ロ
ナ
前
に
、
女
性
54
名
、

男
性
23
名
に
ま
で
活
動
が
拡
大

し
た
そ
う
で
す
。

　
是
非
み
な
さ
ん
も
シ
ル
バ
ー

リ
ハ
ビ
リ
体
操
を
介
護
予
防
の

体
操
と
し
て
、
ご
自
身
の
健
康

維
持
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。

・
散
歩
や
体
を
動
か
す
こ
と
を

習
慣
に
し
て
い
ま
す
。
転
倒
し

圧
迫
骨
折
を
し
ま
し
た
が
、
リ

ハ
ビ
リ
に
励
み
、
ま
た
シ
ル
バ

ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
に
通
え
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
平
澤
洋
子
さ
ん

・
毎
日
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
し
て

い
ま
す
。
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ

体
操
の
参
加
は
、
生
活
の
一
部

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
鈴
木
正
光
さ
ん

・
運
動
と
食
事
、
二
種
類
の
新

聞
を
読
む
こ
と
、
日
記
を
書
く

こ
と
が
健
康
の
秘
訣
で
す
。

シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
は
役

立
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
菅
谷
恒
郎
さ
ん

・
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
で
、

い
つ
ま
で
も
身
体
が
動
い
て
い

ま
す
。
嚥
下
体
操
も
効
果
が
あ

り
ま
す
。
家
庭
菜
園
は
身
体
に

負
担
が
か
か
ら
な
い
程
度
に
楽

し
ん
で
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
皆
川
よ
し
の
さ
ん

　
２
月
21
日
開
催
の
福
祉
健
康

講
座
は
、
講
師
に
田
尻
ヶ
丘
病

院
の
脳
神
経
内
科
医
、
徳
元
悠

木
先
生
を
招
き
、
参
加
者
63
名

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
認
知
症
の
定
義
、
症
状
、
治

療
、
投
薬
、
予
防
に
つ
い
て
学

び
ま
し
た
。
ど
の
よ
う
な
疾
患

に
も
共
通
す
る
こ
と
で
す
が
、

食
事
面
や
運
動
面
な
ど
基
本
的

な
生
活
習
慣
に
気
を
つ
け
る
こ

と
、
早
期
発
見
や
早
期
治
療
が

大
切
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
質
疑
応
答
で
は
質
問
者
も
多

く
参
加
者
の
関
心
の
深
さ
が
伺

え
ま
し
た
。

お
医
者
さ
ま
か
ら

認
知
症
を
学
ぼ
う

日
高
福
祉
委
員
会
の
健
康
講
座

【
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
参
加
者

　
の
コ
メ
ン
ト
】

賞状と一堂に会した皆さん

日
高
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
教
室

誕生日には「ハッピーバースデイ」を唄う皆さん

多くの方から質問がありました
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日
高
交
流
セ
ン
タ
ー
南
側
広

場
に
は
、
４
本
の
し
だ
れ
桜
が

あ
り
ま
す
。
樹
勢
が
弱
ま
っ
て

き
た
た
め
、
養
生
作
業
が
行
わ

れ
ま
す
。
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
、
し

だ
れ
桜
、
日
立
紅
寒
桜
、
お
ぎ

つ
や
よ
い
の
４
種
類
の
桜
が
一

つ
の
場
所
に
育
つ
貴
重
な
場
所

の
保
存
活
動
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
広
場
南
東
側
に
は
お
ぎ
つ
や

よ
い
が
咲
き
出
し
ま
す
。
日
高

学
区
で
発
見
さ
れ
た
固
有
の
品

種
で
す
。

養生作業前のしだれ桜

住
ん
で
い
る
地
区
を

        

み
ん
な
で
き
れ
い
に

収集後選別中の環境部員

催事や募集などの電子掲示板やパンフレット

「
日
立
球
友
ク
ラ
ブ
古
希
」が

 

全
国
大
会
で
準
優
勝

　
交
流
セ
ン
タ
ー
４
種
の
桜
の
保
存

し
だ
れ
桜
を
元
気
に

以前の空缶、空き瓶の山

　
日
高
学
区
で
は
、
道
路
や
空

き
地
に
散
乱
す
る
空
き
缶
、
空

き
瓶
お
よ
び
、
側
溝
な
ど
に
投

げ
捨
て
ら
れ
て
い
る
ゴ
ミ
を
回

収
し
て
清
掃
す
る
日
を
「
日
高

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
デ
ー
」
と
し

て
年
２
回
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
も
と
も
と
は
、
１
９
７
４
年

の
茨
城
国
体
を
契
機
と
し
て
始

ま
っ
た
地
域
住
民
の
運
動
が
、

脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
も
２
月
９
日
の
実
施
に

向
け
て
、
学
区
内
全
世
帯
に
各

戸
１
名
以
上
の
参
加
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。
当
日
は
寒
い
朝
と

な
り
ま
し
た
が
、
参
加
し
た
皆

さ
ん
は
一
斉
清
掃
活
動
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

　
指
定
場
所
に
集
め
ら
れ
た
ゴ

ミ
は
自
治
会
環
境
部
員
が
交
流

セ
ン
タ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
運
び
、

分
別
仕
分
け
を
し
て
清
掃
セ
ン

タ
ー
へ
搬
入
し
ま
し
た
。
今
回

は
軽
ト
ラ
ッ
ク
１
台
分
約
130
Kg

の
ゴ
ミ
が
回
収
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
運
動
は
、
住
民
の
環
境

に
対
す
る
意
識
を
大
き
く
変
え

て
き
ま
し
た
。
平
成
３
年
度
に

は
、
缶
、
瓶
で
３
万
個
を
集
め

た
と
い
う
記
録
も
残
っ
て
い
る

ほ
ど
で
、
そ
の
こ
ろ
の
記
録
写

真
も
残
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
同
日
は
恒
例
の
東
連

津
川
清
掃
も
実
施
さ
れ
、
49
名

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
集
合
し
、

清
掃
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　
迷
惑
行
為
の
な
い
き
れ
い
な

町
に
す
る
取
り
組
み
を
今
後
と

も
続
け
て
い
き
ま
す
。

日高学区で発見された 「おぎつやよい」

地
域
情
報
が
い
っ
ぱ
い

　
　
　
　   

日
高
交
流
セ
ン
タ
ー

　
日
高
交
流
セ
ン
タ
ー
に
は
、

日
高
学
区
市
民
自
治
会
を
始
め

各
種
団
体
の
事
務
局
が
置
か
れ

て
い
る
ほ
か
、
地
域
住
民
の
活

動
の
場
と
し
て
、
多
く
の

人
々
に
利
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
　

　
交
流
セ
ン
タ
ー
や
体
育

館
の
利
用
は
、
公
的
な
事

業
、
定
期
利
用
の
自
主
グ

ル
ー
プ
が
優
先
さ
れ
ま
す

が
、
一
般
の
方
々
の
利
用

申
し
込
み
の
方
法
は
、
２

月
発
行
の
「
交
流
セ
ン
タ

ー
だ
よ
り
」
に
、
詳
し
く

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
交
流
セ
ン
タ
ー
の
役
割

に
は
、
活
動
場
所
の
提
供

の
他
、
住
民
に
便
宜
の
提

供
や
情
報
の
発
信
な
ど
も

あ
り
ま
す
。

便
宜
の
提
供

＊
使
用
済
み
「
食
料
油
・
ペ
ッ

　
ト
ボ
ト
ル
・
紙
箱
」
の
回
収

＊
市
民
自
治
会
に
よ
る
再
生
資

　
源
物
の
預
か
り
（
第
４
日
曜

　
８
時
30
分
か
ら
11
時)

＊
食
料
寄
付
　
フ
ー
ド
ボ
ッ
ク 

　
ス
「
ま
ん
ぷ
く
」
設
置

＊
図
書
室
に
は
、
児
童
書
か
ら

　
一
般
図
書
ま
で
充
実
の
６
千

　
冊
（
置
い
て
な
い
本
は
、
リ

　
ク
エ
ス
ト
も
可
能
）

　
一
般
紙
や
地
域
情
報
紙
の
配

　
置
。
閲
覧
、
読
書
、
調
べ
物

　
な
ど
に
利
用
可
。

地
域
情
報
の
発
信

＊
催
事
や
募
集
案
内
な
ど
が
満

　
載
。
１
、
２
階
に
は
、
常
に

　
50
枚
以
上
の
ポ
ス
タ
ー
が
掲

　
示
さ
れ
、
60
種
類
以
上
の
パ

　
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
架
。

＊
活
動
グ
ル
ー
プ
の
許
可
済
み

　
の
情
報
提
供
。

　
交
流
セ
ン
タ
ー
は
、
地
域
住

民
の
オ
ア
シ
ス
で
す
。
ポ
ス
タ

ー
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
、
眺
め

る
だ
け
で
も
、
楽
し
い
ひ
と
と

き
を
過
ご
せ
ま
す
。

川の中のゴミも拾って

全日本古希軟式野球大会準優勝の皆さん

　
昨
年
の
10
月
11
日
か
ら
15
日

に
か
け
新
潟
県
内
で
開
催
さ
れ

た
全
日
本
古
希
軟
式
野
球
大
会

に
お
い
て
日
立
市
の
「
日
立
球

友
ク
ラ
ブ
古
希
」
が
全
国
で
準

優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
こ
の
野
球
ク
ラ
ブ
に
は
日
高

学
区
西
町
の
志
賀
良
平
さ
ん
と

小
木
津
浜
の
小
松
徳
男
さ
ん
の

二
人
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
ク
ラ
ブ
の
代
表
を
務
め
る
西

町
の
志
賀
良
平
さ
ん
に
話
を
伺

い
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
毎
年
１
回
、
開

催
地
を
変
え
て
実
施
さ
れ
て
い

る
も
の
で
、
今
回
は
全
国
か
ら

64
チ
ー
ム
が
参
加
し
た
そ
う
で

す
。
日
立
球
友
ク
ラ
ブ
に
は
60

歳
以
上
で
構
成
す
る
還
暦
チ
ー

ム
と
、
70
歳
以
上
の
古
希
チ
ー

ム
が
あ
り
総
勢
43
名
で
、
週
３

日
練
習
を
行
っ
て
い
る
そ
う
で

す
。
こ
れ
だ
け
の
強
豪
チ
ー
ム

に
な
っ
た
の
は
、
メ
ン
バ
ー
の

多
く
が
実
業
団
等
で
の
経
験
者

で
あ
り
、
ご
自
身
も
か
つ
て
の

日
立
電
線
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
チ

ー
ム
の
他
、
青
年
時
代
か
ら
地

元
の
野
球
チ
ー
ム
に
属
し
て
い

た
そ
う
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
昭
和
53
年
に
日
高

野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
を
発
足

し
子
ど
も
た
ち
の
指
導
も
行
っ

て
き
て
お
り
、
ご
自
身
の
お
子

さ
ん
や
お
孫
さ
ん
、
そ
し
て
近

所
の
こ
ど
も
達
が
学
校
や
実
業

団
の
野
球
選
手
や
指
導
者
に
育

っ
て
い
る
の
が
と
て
も
嬉
し
い

と
の
こ
と
で
し
た
。

　
今
年
は
、
33
回
目
の
大
会
が

地
元
茨
城
県
で
開
催
さ
れ
る
予

定
で
、
今
回
決
勝
戦
で
敗
れ
た

埼
玉
の
坂
戸
チ
ー
ム
に
雪
辱
を

果
た
す
の
が
目
標
だ
と
元
気
に

話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
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日
高
学
区
市
民
自
治
会
社
会

福
祉
委
員
会
で
は
、
住
民
誰
も

が
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

よ
う
、
様
々
な
福
祉
活
動
を
行

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

　
に
こ
に
こ
ク
ラ
ブ

　
65
歳
以
上
の
高
齢
者
を
対
象

に
し
た
、
介
護
予
防
事
業
で
す
。

現
在
の
会
員
は
22
名
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
協
力
者
は
11
名
で
す
。

日
立
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
看

護
師
と
介
護
予
防
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
指
導
の
も
と
、
健
康
体

操
や
ゲ
ー
ム
を
楽
し
ん
で
い
ま

す
。

　
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操

　
65
歳
以
上
の
高
齢
者
を
対
象

に
、
嚥
下
障
害
予
防
、
関
節
痛

予
防
、
身
体
の
可
動
域
の
維
持

を
目
指
し
、
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ

リ
体
操
指
導
士
と
一
緒
に
運
動

し
ま
す
。
会
員
数
は
男
性
12
名
、

女
性
30
名
、
指
導
士
10
名
で
す
。

　
お
も
ち
ゃ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

　
就
園
前
の
親
子
が
お
も
ち
ゃ

遊
び
を
通
し
て
、
ふ
れ
あ
う
場

と
な
っ
て
い
ま
す
。
人
形
劇
や

ビ
ン
ゴ
大
会
な
ど
楽
し
い
催
し

を
計
画
し
て
い
ま
す
。
毎
回
、

５
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
力
者

が
清
潔
な
お
も
ち
ゃ
を
準
備
し

て
、
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

　
65
歳
以
上
の
高
齢
者
を
対
象

に
、小
木
津
浜
、
静
原
、
松
ヶ
丘
、

報
徳
、
西
町
、
小
木
津
山
、
宿

東
地
区
の
各
集
会
所
で
活
動
し

て
い
ま
す
。
体
操
や
ゲ
ー
ム
、

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ケ
ア
、
落
語
公

演
、
音
楽
鑑
賞
な
ど
各
サ
ロ
ン

で
工
夫
を
凝
ら
し
た
活
動
を
し

て
い
ま
す
。

　
車
椅
子
の
貸
出
し

　
２
週
間
を
限
度
に
貸
出
し
て

い
ま
す
の
で
、
様
々
な
機
会
に

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
福
祉
に
関
す
る
相
談

　
子
育
て
、
介
護
な
ど
、
困
り

ご
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
一
緒
に

考
え
ま
し
ょ
う
。
必
要
に
応
じ

て
関
係
機
関
に
お
つ
な
ぎ
し
ま

す
。

　
各
事
業
、
費
用
は
か
か
り
ま

せ
ん
。
お
気
軽
に
日
高
交
流
セ

ン
タ
ー
内
福
祉
委
員
会
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
４
３
―
１
２
５
０

笑
い
　

　
笑
い
の
ひ
と
と
き

にこにこクラブ「ミュージックケア」の様子

　
２
月
13
日
、
日
高
学
区
市
民

自
治
会
健
康
推
進
部
主
催
の「
手

作
り
味
噌
教
室
」
が
日
高
交
流

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
強
風
の
た
め
に
屋
内

で
の
実
施
と
な
り
ま
し
た
。

　
初
心
者
優
先
の
募
集
で
集
ま

っ
て
き
た
の
は
、
自
分
で
作
っ

た
味
噌
を
食
べ
て
み
た
い
と
い

う
29
名
の
人
た
ち
で
す
。

　
今
回
も
、
健
康
推
進
部
の
皆

さ
ん
が
準
備
や
進
行
に
大
活
躍
。

前
日
か
ら
集
ま
り
、
屋
外
で
準

備
開
始
。
大
豆
を
水
で
き
れ
い

に
洗
っ
た
後
、
３
つ
の
大
釜
に

浸
し
、
充
分
に
水
を
吸
わ
せ
る

作
業
を
行
い
ま
し
た
。
当
日
は
、

午
後
の
開
催
時
間
に
合
わ
せ
て
、

大
豆
を
柔
ら
か
く
煮
る
作
業
。

そ
の
間
に
屋
内
で
は
塩
や
麹
の

分
量
仕
分
け
や
作
業
台
の
用
意

を
手
際
よ
く
分
担
し
ま
し
た
。

　
教
室
の
始
ま
る
午
後
に
は
、

開
始
を
待
ち
き
れ
な
い
参
加
者

が
時
間
前
か
ら
次
々
と
集
ま
っ

て
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
講
師
は
志
賀
自
治
会

長
で
し
た
。
あ
い
さ
つ
の
後
、

軽
妙
な
語
り
口
で
作
り
方
と
コ

ツ
の
説
明
が
あ
り
、
そ
の
後
、

参
加
者
各
々
に
３
㎏
の
味
噌
が

で
き
る
材
料
が
配
布
さ
れ
て
実

技
が
開
始
。

　
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
っ
て
い
る

ま
だ
温
か
く
柔
ら
か
い
大
豆
を

麺
棒
で
細
か
く
潰
し
、
こ
れ
に

塩
切
麹
と
煮
汁
を
加
え
て
混
ぜ

合
わ
せ
、
密
封
す
る
作
業
を
熱

心
に
実
施
。
こ
う
し
て
作
っ
た

味
噌
は
、
そ
の
後
約
半
年
ほ
ど

熟
成
さ
せ
て
完
成
し
ま
す
。

　
参
加
者
は
「
楽
し
く
簡
単
に

作
る
事
が
出
来
て
、
熟
成
後
の

味
噌
を
家
族
で
味
わ
う
の
が
こ

れ
か
ら
楽
し
み
で
す
」
と
語
り

ま
し
た
。

　「
笑
う
門
に
は
福
来
た
る
」

「
笑
い
に
勝
る
化
粧
な
し
」
等

の
た
と
え
の
ご
と
く
笑
い
は
、

健
康
の
大
き
な
一
因
と
な
っ
て

お
り
、
誰
し
も
が
欲
す
る
こ
と

で
す
。

　
そ
ん
な
機
会
が
日
高
文
化
協

会
（
池
田
曻
会
長
）
が
主
催
で
、

２
月
23
日
の
午
後
の
ひ
と
と
き

日
高
交
流
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

「
落
語
寄
席
」
と
し
て
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
高
座
を
務
め
ら
れ
た
の
は
、

現
在
、
茨
城
キ
リ
ス
ト
教
学
園

高
等
学
校
の
教
頭
、
国
語
科
教

諭
の
斎
須
博
先
生
で
す
。

先
生
は
二
松
学
舎
大
学
で
落
語

を
始
め
た
こ
と
に
よ
り
二
松
亭

ち
ゃ
ん
平
が
高
座
名
で
す
。

　
小
中
学
校
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
、
公
共
施
設
等
「
笑
顔
で

あ
ふ
れ
た
ま
ち
づ
く
り
の
手
助

け
」
が
し
た
く
、
今
ま
で
１
０

０
０
回
以
上
の
高
座
に
上
が
り

現
在
も
水
戸
落
語
研
究
会
の
代

表
を
務
め
て
い
ま
す
。

　
当
日
は
、
社
会
人
落
語
日
本

一
決
定
戦
に
挑
戦
し
て
３
年
目

の
２
０
１
１
年
に
優
勝
し
て
３

代
目
名
人
に
輝
い
た
と
の
自
己

紹
介
に
始
ま
り
、
３
席
の
話
芸

を
披
露
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
ち
ゃ
ん
平
さ
ん
は
「
創
作
落

語
」
が
中
心
で
す
。

　
１
席
目
は
「
隠
れ
キ
リ
シ
タ

ン
」
の
演
目
、
２
席
目
は
「
幾

代
餅
」
の
話
、
そ
し
て
３
席
目

は
、
高
校
の
用
務
員
室
を
舞
台

に
、
用
務
員
さ
ん
と
校
長
先
生

の
掛
け
合
い
を
面
白
く
描
い
た

創
作
落
語
で
し
た
。

　
３
作
と
も
、
喜
怒
哀
楽
を
表

情
巧
み
に
演
じ
ら
れ
、
約
50
人

の
聴
衆
は
想
像
力
を
か
き
た
て

ら
れ
な
が
ら
笑
い
、
笑
い
に
身

を
乗
り
出
し
た
空
間
で
し
た
。

　
ち
ゃ
ん
平
さ
ん
は
終
了
後
、

記
念
写
真
に
も
応
じ
て
い
ま
し

た
。

半
年
後
の
出
来
が
楽
し
み

「
手
作
り
味
噌
教
室
」

お
役
立
て
く
だ
さ
い

　
日
高
福
祉
委
員
会
の

ふ
れ
あ
い
事
業

「
青
少
年
健
全
育
成
の
た
め
の
市
民
の
集
い
」
で

　
　

日
高
小
児
童
３
名
が
受
賞

　
日
立
市
青
少
年
育
成
推
進
会

議
主
催
の
「
青
少
年
健
全
育
成

の
た
め
の
市
民
の
集
い
」
が
２

月
23
日
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
音

楽
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
式
場
で
、
日
高
小
学
校
の
児

童
３
名
が
家
族
な
ど
身
近
な
人

と
の
関
り
や
体
験
を
述
べ
る
「
少

年
の
主
張
・
体
験
文
」
の
部
で

表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　
応
募
総
数
は
市
内
中
学
校
も

含
め
て
３
９
９
件
あ
り
そ
の
中

か
ら
選
ば
れ
て
の
受
賞
と
な
り

ま
し
た
。

「
落
語
寄
席
」
開
催

　
優
秀
賞

　
　
５
年

　
　
黒
沼

美
波
（
み
な
み
）

　
　
４
年

　
　
久
保
田

虹
空
（
こ
こ
）

　
優
良
賞

　
　
５
年

　
　
佐
藤

結
海
（
ゆ
い
）

煮豆を麺棒でつぶして ちゃん平師匠の爆笑高座



編

集

後

記

　
最
近
、
後
期
高
齢
者
の

仲
間
入
り
を
し
た
。

『
人
生
百
年
時
代
』
と
言

わ
れ
て
久
し
い
が
、
平
均

寿
命
が
伸
び
、
超
後
期
高

齢
社
会
を
更
に
突
き
進
ん

で
い
る
。

　
私
と
言
え
ば
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
や
農
作
業
、
そ
し

て
趣
味
の
ゴ
ル
フ
な
ど
、

楽
し
み
な
が
ら
も
忙
し
く

過
ご
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
こ
れ
か
ら
残

り
の
人
生
を
考
え
る
と
不
安

が
募
る
。
病
気
、
身
体
や
認

知
機
能
の
衰
え
、
車
の
運
転

な
ど
心
配
し
た
ら
切
り
が
な

い
。
な
や
ん
だ
所
で
ど
う
に

か
な
る
訳
で
も
な
い
の
に
。

そ
う
さ
、
成
る
よ
う
に
成
る
さ
、

ケ
セ
ラ
セ
ラ
で
い
こ
う
!
と

強
引
に
納
得
さ
せ
て
い
る
自

分
が
い
る
。

　
食
事
が
美
味
し
く
摂
れ
て
、

自
分
の
足
で
自
由
に
出
掛
け

ら
れ
る
こ
と
に
感
謝
し
つ
つ
、

健
康
寿
命
を
少
し
で
も
伸
ば

せ
れ
ば
と
願
っ
て
い
る
。

　
今
夜
の
酒
は
ど
う
も
気
が

引
け
る
‥
‥
ケ
セ
ラ
セ
ラ
！！

　
ト
ッ
プ
記
事
で
、
シ
ル
バ
ー

リ
ハ
ビ
リ
元
気
ア
ッ
プ
の
受
賞

に
つ
い
て
載
せ
ま
し
た
。
「
シ

ル
リ
ハ
体
操
」
と
呼
ば
れ
て
い

る
こ
と
、
お
年
寄
り
の
健
康
維

持
に
と
て
も
役
立
つ
こ
と
が
、

茨
城
新
聞
に
毎
週
掲
載
の
記
事

で
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
高

で
、
こ
れ
だ
け
精
力
的
に
長
い

間
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
改
め

て
知
り
ま
し
た
。
地
域
の
元
気

を
支
え
る
喜
ば
し
い
受
賞
で
す

ね
。
　
　
　
　
　
　
（
増
子
）

　
西
本
宿
の
副
支
部
長
、
ふ
れ

あ
い
部
の
副
部
長
と
し
て
、
自

治
会
の
各
種
事
業
に
尽
力
す
る

佐
藤
弘
光
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

　
佐
藤
さ
ん
は
、
現
在
も
会
社

勤
め
の
忙
し
い
日
々
を
送
っ
て

い
ま
す
。

　
そ
ん
な
中
、
自
治
会
の
夜
の

会
議
や
年
間
行
事
に
も
積
極
的

に
参
加
し
て
い
ま
す
。

「
大
変
で
す
ね
」
と
尋
ね
る
と
、

「
い
い
え
、
お
ん
も
さ
祭
り
で

の
焼
き
と
り
販
売
の
係
を
は
じ

め
、
地
域
の
方
々
と
協
力
し
て

イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
自
分
な
り
に
充
実

感
や
一
体
感
に
浸
れ
る
か
ら
頑

張
れ
ま
す
」
と
、
前
向
き
の
回

答
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
も
と
も
と
は
、
７
、
８
年
前

に
輪
番
制
で
支
部
の
常
任
委
員

に
な
っ
た
の
が
自
治
会
と
の
関

わ
り
の
ス
タ
ー
ト
だ
っ
た
そ
う

で
す
。
そ
の
後
、
近
く
の
先
輩

方
に
声
を
か
け
ら
れ
て
多
く
の

役
職
を
任
さ
れ
、
現
在
に
至
っ

て
い
ま
す
。

　
私
生
活
に
つ
い
て
伺
い
ま
す

と
、
休
日
等
時
間
が
取
れ
た
時

は
、
近
く
の
小
木
津
山
自
然
公

園
を
散
策
し
た
り
、
ド
ラ
イ
ブ

が
て
ら
カ
メ
ラ
を
片
手
に
自
然

の
移
ろ
い
を
写
真
に
収
め
る
こ

と
を
趣
味
と
し
て
い
る
と
の
こ

と
で
し
た
。

　
ま
た
、
日
本
酒
を
第
一
に
ビ

ー
ル
、
焼
酎
と
幅
広
く
、
適
量

の
晩
酌
も
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　
時
季
に
な
る
と
、
田
ん
ぼ
で

機
械
を
操
作
し
て
い
る
姿
を
見

か
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
誠
実
な
お
人
柄
を
感
じ
取
れ

ま
し
た
。
　
　
（
豊
田
賢
一
）

～

行

事

後

の

充

実

感

に

浸

り

た

い

～

　
２
月
４
日
、

日
高
小
学
校
１

年
生
対
象
に
恒

例
の
「
昔
遊
び
を

楽
し
も
う
会
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
生
活
科
の
「
冬

を
楽
し
も
う
」

の
授
業
の
一
環

で
、
体
全
体
を

動
か
す
外
遊
び

と
広
い
場
所
を

使
う
遊
び
、
そ

し
て
室
内
で
の

手
遊
び
に
分
け

順
番
に
体
験
し

て
い
き
ま
す
。

　
先
生
は
自
治
会
の
そ
の
道
の

「
プ
ロ
」
11
人
。
け
ん
玉
、
こ

ま
、
メ
ン
コ
、
羽
つ
き
、
た
が

ま
わ
し
、
缶
ぽ
っ
く
り
、
竹
と

ん
ぼ
、
お
は
じ
き
、
ビ
ー
玉
、

お
手
玉
、
あ
や
と
り
。
一
つ
の

遊
び
が
終
わ
る
頃
に
は
な
ん
と

な
く
コ
ツ
を
つ
か
み
、
歓
声
に

変
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
昔
遊
び
は
１
月
の
鳥
追

い
祭
り
で
も
行
わ
れ
て
お
り
小
・

中
学
生
が
上
手
に
遊
ぶ
姿
が
見

ら
れ
ま
す
。
こ
の
昔
遊
び
の
経

験
あ
る
か
ら
こ
そ
で
す
ね
。
　

　
先
生
方
か
ら
は
、
年
々
手
先

を
使
う
遊
び
が
苦
手
に
な
っ
て

き
て
い
て
、
集
中
で
き
な
い
子

も
増
え
て
い
る
と
の
声
が
聞
か

れ
ま
し
た
。
こ
ど
も
た
ち
は
「
楽

し
か
っ
た
」
と
元
気
に
話
し
て

い
ま
し
た
。

　
親
世
代
も
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
の

世
代
。
手
遊
び
は
貴
重
な
体
験

と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
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小木津町

佐藤弘光さん

（60歳）

　
　
～
日
高
小
学
校
１
年
生
の
笑
顔
が
咲
く
～

日
立
紅
寒
桜 （30）（30）（30）

　
日
立
は
昔
か
ら
桜
の
名
所
と

し
て
有
名
で
す
が
、
日
高
学
区

に
も
多
く
の
桜
の
名
所
が
あ
り

ま
す
。

　
そ
の
一
つ
が
、
市
民
自
治
会

の
本
部
が
あ
る
日
高
交
流
セ
ン

タ
ー
の
グ
ラ
ン
ド
で
す
。

　
昔
の
日
高
小
学
校
の
校
庭
で

あ
っ
た
グ
ラ
ン
ド
の
周
囲
に
は

何
本
も
の
桜
の
木
が
あ
り
ま
す

が
、
中
で
も
ひ
と
き
わ
早
く
花

を
咲
か
せ
春
の
訪
れ
を
教
え
て

く
れ
る
の
が
日
立
紅
寒
桜
で
す
。

例
年
は
１
月
下
旬
か
ら
咲
き
始

め
ま
す
が
、
今
年
は
少
し
遅
く

２
月
に
な
っ
て
や
っ
と
見
頃
を

迎
え
ま
し
た
。

　
こ
の
桜
が
咲
き
終
わ
る
頃
、

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
の
花
が
咲
き
始

め
ま
す
。

　
今
年
も
３
月
22
日
（
土
）
に

は
桜
の
花
を
照
ら
す
ぼ
ん
ぼ
り

が
自
治
会
役
員
有
志
の
手
で
飾

ら
れ
ま
す
。

　
昼
の
桜
も
美
し
い
で
す
が
、

ぼ
ん
ぼ
り
の
明
か
り
に
照
ら
さ

れ
た
夜
桜
も
幽
玄
で
一
見
の
価

値
が
あ
り
ま
す
。
見
物
に
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
か
？

*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*

　
日
立
紅
寒
桜
の
ル
ー
ツ
（
「
田

尻
か
ら
小
木
津
の
む
か
し
め
ぐ

り
」
か
ら
）

　
昭
和
40
年
代
初
め
緑
化
運
動

が
盛
ん
だ
っ
た
頃
、
J
R
線
路

沿
い
や
小
木
津
駅
周
り
に
地
区

の
人
た
ち
の
手
で
樹
木
が
植
え

ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
一
環
と
し

て
小
木
津
駅
構
内
の
上
り
レ
ー

ル
近
く
の
場
所
に
植
え
ら
れ
た

桜
木
の
１
本
が
１
月
中
旬
に
開

花
し
た
そ
う
で
す
。

　
平
成
13
年
（
２
０
０
１
）
市

民
に
名
称
を
募
集
し
「
日
立
紅

寒
桜
」
と
命
名
さ
れ
ま
し
た
。
翌

年
、
小
木
津
駅
の
跨
線
橋
（
こ

せ
ん
き
ょ
う
）
撤
去
工
事
に
伴

っ
て
日
高
支
所
広
場
に
移
植
さ

れ
ま
し
た
。
同
年
２
月
７
日
の

読
売
新
聞
に
「
近
く
の
日
高
公

民
館
グ
ラ
ン
ド
に
移
植
さ
れ
、

見
事
に
開
花
し
、
一
足
早
く
春

の
到
来
を
告
げ
て
い
る
」
と
、

報
道
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
残

念
な
こ
と
に
、
翌
年
、
枯
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

　
「
さ
く
ら
の
ま
ち
づ
く
り
市
民

の
会
」
の
メ
ン
バ
ー
が
接
ぎ
木

し
て
い
た
苗
木
が
ク
ロ
ー
ン
で

あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
二
代

目
と
し
て
植
樹
、
新
種
と
し
て

審
査
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
結

果
、
同
18
年
８
月
、
新
種
と
し

て
農
水
省
か
ら
認
定
さ
れ
ま
し

た
。

　
広
報
第
2
2
2
号
に
て
、
茨

城
県
小
中
学
校
芸
術
祭
の
記
事

で
、
絵
画
・
デ
ザ
イ
ン
の
部
で

受
賞
さ
れ
た
日
高
中
学
校
3
年

生
佐
藤
明
花
さ
ん
の
お
名
前
を
、

誤
っ
て
斎
藤
明
花
と
紹
介
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。

 

こ
こ
に
お
詫
び
の
上
、
訂
正

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

環境部副部長

増子正一

出来た～と元気な声が寒空に響く

わらはこうして編むんだぞ

健康が何より

新年の賀詞交換をする参加者 会長挨拶

昔
遊
び
を
楽
し
も
う

昔
遊
び
を
楽
し
も
う

昔
遊
び
を
楽
し
も
う

お
詫
び
と
訂
正


